
二
〇
一
九
年
八
月
九
日

五
具
足
は
父
祖
の
形
見
や
盆
支
度

こ
す
も
す

秋
草
の
起
ち
直
り
を
る
今
朝
の
雨

明
日
香

霊
水
の
岩
の
常
濡
れ
苔
の
花

ぽ
ん
こ

二
〇
一
九
年
八
月
八
日

辻

堂

に

合

掌

深

き

秋

遍

路

素

秀

味
噌
汁
の
熱
き
を
す
す
り
暑
に
耐
ふ
る

宏

虎

二
〇
一
九
年
八
月
七
日

梅
花
藻
に
日
の
斑
の
遊
ぶ
泉
川

せ
い
じ

街
中
の
小
田
の
一
枚
稲
の
花

は
く
子

山
裾
に
寝
落
ち
し
四
五
戸
星
流
る

菜

　々　

二
〇
一
九
年
八
月
六
日

湧
水
や
富
士
の
裾
野
の
新
豆
腐

宏

虎

蜩

や

森

間

包

む

夕

帷

そ
う
け
い

二
〇
一
九
年
八
月
五
日

喜
寿
す
ぎ
て
な
ほ
チ
　ャ　
レ
ン
ジ
や
雲
の
峰

や
よ
い

せ
せ
ら
ぎ
の
音
を
覆
ひ
し
真
葛
原

そ
う
け
い

花
火
師
の
中
洲
に
浮
か
ぶ
影
法
師

智
恵
子

更
け
て
尚
風
に
乗
り
来
る
踊
唄

菜

　々　

朝
涼
の
ラ
ジ
オ
体
操
足
軽
し

た
か
子

道
の
駅
レ
シ
ピ
を
添
へ
て
夏
野
菜

明
日
香

二
〇
一
九
年
八
月
四
日

ゼ
ン
マ
イ
の
螺
子
巻
く
や
う
に
夜
蝉
鳴
く

う
つ
ぎ

元
気
だ
せ
よ
と
朝
蝉
の
啼
き
は
じ
む

う
つ
ぎ

寄
付
集
む
盲
導
犬
へ
団
扇
風

な
つ
き

二
〇
一
九
年
八
月
三
日

お
は
ぐ
ろ
の
水
面
広
し
と
ホ
バ
リ
ン
グ

素

秀

毎
日
句
会
み
の
る
選
・
二
〇
一
九
年
八
月
一
一
日
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